
平成１７年８月５日          

日本原子力発電株式会社

東海第二発電所の調整運転開始について

　当社、東海第二発電所（沸騰水型軽水炉、定格電気出力１１０万キロワット）は、

平成１７年４月２３日から第２１回定期検査を実施しておりましたが、所定の点検

が終了したため、８月９日から定期検査の最終段階である調整運転を開始する予定

です。

　

以　上



別　紙

１．定期検査を実施した主な設備

　（１）原子炉本体

　（２）原子炉冷却系統設備

　（３）計測制御系統設備

　（４）燃料設備

　（５）放射線管理設備

　（６）廃棄設備

　（７）原子炉格納施設

　（８）非常用予備発電装置

　（９）蒸気タービン

２．主要な工事

　（１）原子炉冷却材再循環流量制御弁下蓋取替工事

　　　　　原子炉冷却材再循環流量制御弁（Ａ）の信頼性向上のため、弁棒（ボー

ルシャフト）と下蓋に取替えました。

　（２）原子炉冷却材浄化系配管取替工事

　　　　　格納容器内での漏えいの可能性を低減するため、フランジ型のオリフィ

スを配管型（オリフィス内蔵）に変更しました。あわせて応力腐食割れの

予防保全の観点から、当該配管の材質を変更しました。

　（３）振動式樹脂洗浄装置設置工事

　　　　　復水脱塩装置に用いられているイオン交換樹脂の洗浄装置として、振動

式洗浄装置を設置しました。

　（４）主蒸気隔離弁弁蓋取替工事

主蒸気隔離弁グランドパッキンの材質変更に伴い、弁蓋の形状等の変更を

実施しました。

３．設備の保全対策及び点検工事　　　　　　　　　　　　　　　　（添付資料１）

　（１）炉心シュラウド等の健全性確認

　　　　　国内他プラントにおいて炉心シュラウドなどやステンレス鋼(SUS316,

SUS 316 L)を用いた原子炉再循環系配管に応力腐食割れに伴うひびが認め

られたことから、水中カメラによる炉心シュラウド等の点検や原子炉冷却

材浄化系のステンレス鋼配管の健全性を確認する超音波探傷検査を行いま

した。

　　　　　炉心シュラウド等については、炉心シュラウドのサポート部外面の縦溶

接線(３箇所)にひび割れが認められました。

(平成 17 年 5 月 25 日お知らせ済)



　　　　　当該部のひび割れに関して、炉心シュラウドサポート部の構造健全性が

確保されていることを確認した健全性評価結果を評価書としてまとめ、経

済産業省に提出いたしました。　 (平成 17 年 7 月 13 日お知らせ済)

　（２）配管の健全性確認　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（添付資料２）

国内他プラントにおいて、２次系配管が減肉し破損した事故に鑑み、今

回の定期検査で選定した配管減肉発生の可能性がある部位 481 箇所につい

て、肉厚測定による健全性評価を実施しました。

　　　　　その結果、健全性が確保されていることを確認しました。

　（３）残留熱除去系の健全性確認

　　　　　国内他プラントにおいて、１次冷却材ポンプ封水注入ラインベント弁溶

接部付近からの漏えいが認められた事象に鑑み、残留熱除去系の発生類似

箇所について振動測定等による健全性評価を行った結果、異常は認められ

ませんでした。

４．その他点検工事等

　（１）タービン関連設備点検

　　　　　低圧タービン(Ａ)、（Ｃ）の車室開放点検を行った結果、異常は認められ

ませんでした。

（２）原子炉内構造物等保全対策　　　　　　　　　　　　　　　（添付資料３）

ジェットポンプ、炉底部及び水位計測ノズルの点検を行うとともに、ジェ

ットポンプ並びに水位計測ノズルについては、応力腐食割れの予防保全対策

を実施しました。

なお、この準備作業において給水逆止弁のワッシャー２点を回収しました。

（平成 17 年 5 月 16 日茨城県政記者クラブにてお知らせ済)
回収したワッシャーの欠損部は摩滅したものと考えられ、念のため探索を

実施しましたが発見されませんでした。また、万一系統内に残留していた場

合を想定しても、安全上問題とならないことを確認しました。

（３）高圧炉心スプレイ系スプレイノズルデフレクタ健全性確認

前回の定期検査において、高圧炉心スプレイ系スプレイノズルのデフレク

タ１個が欠落していた事象に鑑み、水中カメラによりノズルの健全性を確認

した結果、異常は認められませんでした。

（４）原子炉格納容器圧力抑制室プール内への異物混入防止に係る対策

原子炉格納容器圧力抑制室プール内から異物が発見された事象に鑑み、

異物混入防止に係る対策を格納容器内作業開始にあたって実施しました。原

子炉格納容器圧力抑制プールの塗膜点検作業において、針金、サンドペーパ



ー片等６点を回収しました。

　(平成 17 年 5 月 16 日茨城県政記者クラブにてお知らせ済)
その後の作業において、ビス、座金などのごく小さな物や、前回定期検

査で清掃範囲でなかったプール内の仕切られた領域(ペデスタル領域)から

クランプやゴムバンドなど、総数 78 個を回収しました。

(平成 17 年 6 月 17 日茨城県政記者クラブにてお知らせ済)
その後もベント管開口部の養生、員数管理や教育の徹底等、同プールへ

の異物混入防止策を継続するとともに、原子炉起動前の点検でベント管近辺

に異物がないことを確認しました。

（５）中央制御室への蒸気浸入調査

　国内他プラントにおいて、中央制御室につながるケーブルトレイ及び電線

管壁貫通部等のシール施工不適切による中央制御室への蒸気浸入が認めら

れたことに鑑み、中央制御室への床貫通部など 1,386 箇所についてシール施

工状況を点検しました。

　点検の結果、不適切な箇所の 71 箇所について、シールの手直しを実施し

ました。

５．燃料取替実績

　　　　燃料集合体全数 764 体のうち、152 体の燃料集合体を取替えました。

６．運転再開予定

　　　原子炉起動　　　平成１７年　８月７日　３時頃

　　　調整運転開始　　平成１７年　８月９日

　　　定常運転再開　　平成１７年　９月上旬

なお、炉心シュラウドサポート部のひび割れの健全性評価や残留熱除去系ポンプの定期事

業者検査の準備に時間を要したこと、アルミ製作業用ポール落下に伴う燃料集合体の健全性

確認のため、当初計画（７月下旬調整運転開始）より延長しております。

７．次回定期検査予定

　　　平成１８年　秋頃

８．添付資料

　（１）炉心シュラウドのサポート部ひび割れ発生の状況・原因と健全性評価結果

　（２）配管肉厚測定の点検結果及び概要図

　（３）回収物に係る探索範囲の影響評価結果と対策

以　上



炉心シュラウドのサポート部ひび割れ発生の状況・原因と健全性評価結果

  

１． 炉心シュラウドのサポート部ひび割れ状況（超音波深傷検査の結果）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：ｍｍ

２． 推定原因

　今回確認されたひび割れは、以下のことから応力腐食割れ（ＳＣＣ）によるものと推定した。

　　応力腐食割れは、金属そのものの材料因子、溶接による引張残留応力等の応力による因子、

金属周りの環境因子が重なることで発生すると言われている。

（材料）ＳＣＣに対して感受性のある溶接材料（インコネル１８２）

　　　　　であったこと。

＊インコネル：高ニッケル合金（ニッケルが主成分）

（応力）製造時の溶接残留応力等により、ＳＣＣを発生

　　　　させる可能性のある引張応力が存在していた。

（環境）溶存酸素濃度等から、当該部はＳＣＣの発生環境に

　　　　あった。

　　　（平成９年から炉内構造物の腐食環境を改善するため、

　　　　水素注入を行っている）

３．健全性評価の設定（概要）

　　

　健全性評価は、ひび割れの大きさ・進展速度を保守的に設定して実施。

　

（縦方向＊1のひび割れの進展）

・ ひび割れは、外面の縦溶接線（Ｖ８）の上部に確認され、また、内面までは貫通していなかった

が、本評価においては、保守的に、ひび割れの認められなかった１箇所（０°方向）も含めて、

縦溶接線（４本）の全体にわたり貫通していると設定した。
＊1炉心シュラウドの上下の方向

（横方向＊2のひび割れの進展）

 ・横方向にひび割れは確認されなかったが、前項で設定した縦方向のひび割れが横溶接線（Ｈ

７）に進展し、さらにこの溶接線に沿って周方向へ進展すると保守的に設定した。
＊2炉心シュラウドの円周方向

 ・き裂進展速度は、保守的に維持規格に定められたインコネル１８２の最大値とした。

材料

環境 応力

ＳＣＣ

添付資料　１

４．健全性評価の結果および今後の対応

（評価結果）

　サポート部の上下の横溶接線で地震時の荷重などを考慮しても十分な強度を維持できるため、

縦方向のひび割れについては、構造健全性に及ぼす影響はないという評価となった。

また、横方向のひび割れについては、２０年後においても炉心シュラウド等の健全性は維持されている

という評価となった。

（今後の対応）

　以上の結果を踏まえ、今後、維持規格に従って継続的に点検（今後３年、７年、１０年を経過後の

最初の定期事業者検査）を実施する。



≪点検結果及び今後の対応≫　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　≪余寿命が５年未満と算出された配管の部位≫
　・点検総数　４８１箇所について、余寿命評価を実施

　

　　

【参考】

≪今定検で取替・調査した既設キャップ（２Ａ）の調査結果≫

　　

配管肉厚測定の点検結果及び概要図 添付資料　２
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　　　　　　　　ミニフローラインレジューサー

（余寿命：3.7 年）

余　寿　命 実績箇所数

５年以上 ４７８＊１

２年以上５年未満 ３＊２

次回運転サイクル以上２年未満 ０

次回運転サイクル未満 ０

＊１　肉厚測定の結果から、余寿命０年と算出されたが調査の

結果、減肉が認められなかった１箇所についても含んで

いる。（詳細は、【参考】参照）

＊2　３箇所については、今後継続して点検を行うとともに、具体

的な取替え時期の検討を行う事とする。

　・材　　質　：　炭素鋼

　・公称厚さ　：　７．１ｍｍ

　・測定最小値　：　３．８ｍｍ　（超音波厚さ測定）

①当該部に減肉は認められなかった。

②製造過程で添加する脱酸剤（Ｓｉ、Ｍｎ）であること（ラミネーション）が判明した。

③これは製造の過程でまれに見られるものであり、材料の欠陥ではない。

調査対象系統

主蒸気系(MS)

復水系(C)

給水系(FDW)

抽気系(ES)

給水加熱器ドレン系(HD)

給水加熱器ベント系(HV)

補助蒸気系(AS)



回収物に係る探索範囲の影響評価結果と対策

＜発見場所＞ ＜探索範囲＞

＜滞留物等の影響評価＞
探索の結果、欠損部は確認されなかったことから、ワッシャーの開口部位は摩滅したものと考えら

れる。また万一欠損部として存在していたとしても、それらは探索しても発見しにくい狭隘な場所に安
定して滞留し、機器には影響を与えないものと考えられる。

影響評価の結果、発見されていないワッシャーの欠損部はその材質（黄銅）から摩滅した可能性が
高いが、万一系統内に残留していた場合を想定して、発見されていない破片及び過去に流失した可
能性があるワッシャーについて、流入、滞留する可能性がある系統・機器に対する影響を評価した結
果、安全上問題とはならず、万一フレッティング＊１による燃料破損が発生しても、初期の段階で検知可
能であり、適切に対応することが可能である。

＊１
フレッティング：水流などが起こす機械的な振動によって金属同士がこすれて、磨耗する現象

＜対策＞
　・ワッシャー材質をステンレス製に変更した。
　・消耗品の旧品管理を行うとともに、今後 10 年周期で分解点検を行う。

結果：目視点検の結果なし

結果：目視点検の結果なし

ワッシャー

＜給水逆止弁構造図＞

添付資料　３

＜回収物＞


